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議事録 

項 目 第２回 水前寺江津湖公園利活用・保全推進協議会 

協議日時 平成３０年１０月１０日（水） １４：００～１６：００ 

協議場所 熊本市役所 別館 駐輪場８階会議室 

協議者 

（敬称略） 

東海大学 現代教養センター（九州教養教育センター） 
特任教授 市川 勉（会長） 
熊本大学大学院 くまもと水循環・減災研究教育センター 
准教授  星野 裕司（副会長） 
熊本大学大学院 先端科学研究部（工学系）環境保全分野 
准教授  皆川 朋子 
九州大学大学院 芸術工学研究院 環境デザイン部門 
准教授  藤田 直子 
公益財団法人 熊本市美術文化振興財団 
理事      葉山 耕司 
公益財団法人 地方経済総合研究所 
専務理事  木村 正明 
キリン株式会社 CSV戦略部 絆づくり推進室 
（熊本復興支援担当） 古賀 朗（欠席） 
株式会社スノーピーク地方創生コンサルティング 
シニアマネージャー  若松 隆一（欠席） 
熊本県ボート協会 
会長   三井 宜之 
協業組合江津湖観光 
代表理事 江藤 仁美（欠席） 
江津湖貸舟協同組合 
理事   川上 二矢 
熊本県立図書館 
館長   豊田 祐一 
一般社団法人 熊本市造園建設業協会 
会長   吉村 昌洋 
一般財団法人 熊本市社会教育振興事業団 
理事長  宮原 國臣 
水前寺江津湖公園愛護会 
会長   多神田 喜代太 
水前寺江津湖（体育館跡）公園愛護会 
会長   松尾 直樹（欠席） 
水前寺江津湖（児童）公園愛護会 
会長   小崎 正道 
出水校区自治協議会 
会長   渡辺 幸夫 
砂取校区自治協議会 
会長   竹原 寧（欠席） 
出水南校区自治協議会 
会長   藤瀬 明謙（欠席） 
健軍校区自治協議会 
会長   村上 徹郎 
画図校区自治協議会 
会長   内藤 征夫 
泉ヶ丘校区自治協議会 
会長   加藤 俊鋪 
若葉校区自治協議会 
会長   古閑 勝徳 
秋津校区自治協議会 
会長   藤山 英美 
水前寺活性化プロジェクトチーム 
代表   永野 陽子（欠席） 
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熊本市子育て支援ネットワーク連絡会 
会長   西原 明優 
熊本県文化協会 
副会長  岩岡 中正 
熊本記念植物採集会 
副会長  奥村 智治 
熊本野生生物研究会 
事務局企画担当  歌岡 宏信 
自然観察指導員熊本県連絡会 
事務局長 田畑 清霧 
日本野鳥の会熊本県支部 
副支部長 坂梨 仁彦（欠席） 
水と緑ワーキンググループ 
代表   大住 和子 

 
宅間総括審議員兼土木部長 
藤岡土木部首席審議員 
事務局・関係課 

＜議題＞ 

（１）前回会議の振り返り・今回の検討事項 

（２）協議会委員の意見（自治協議会等） 

（３）「課題」と「計画の基本的考え方」 

（４）マーケットサウンディングとイベントガイドラインの作成 

（５）今後のスケジュール 

（６）その他 

【議事録】 

●皆さんこんにちは。本日は皆さんご多忙のところ、第２回水前寺江津湖公園利活用・

保全推進協議会にご出席いただきまして、誠にありがとうございます。開催にあたり

まして、一言ご挨拶を申し上げます。本日の協議会につきましては、水前寺江津湖公

園のかかえる様々な課題とともにそれを踏まえた計画策定にあたっての基本的な考

え方、これらをお示しをさせていただきたいと思っております。水前寺江津湖公園の

かかえる様々な課題に対しまして、どういった考えで取組んでいくのか、また計画を

策定するにあたり、このベースとなる非常に重要になるものでございます。また計画

の策定にあたりまして、並行して取組んでおります、マーケットサウンディング、い

わゆる市場調査、これにつきましても経過報告がございます。今後の公園の運営また

管理をしていく上で、民間活力の導入、民間との連携の加速といったところが非常に

重要になると考えております。その他の議題としまして、イベントガイドラインの作

成などございますが、皆さん方の忌憚の無いご意見を賜りますようお願い申し上げま

して、簡単でございますが、ご挨拶とさせていただきます。本日はどうぞよろしくお

願い致します。（宅間総括審議員兼土木部長） 

 

●東海大学の市川でございます。本日は第２回目の水前寺江津湖公園利活用・保全推進

協議会の会議でございます。新制になりましたこの協議会ですが、積極的に江津湖を

活用していこう、江津湖を良くしていこうという新しい考え方をやっておりますの
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で、よろしくお願い致します。本日の会議は２時間を予定しております。速やかな会

議の進行にご協力いただきますよう、お願い致します。それでは次第に沿って進めて

まいります。議題（１）です。前回会議の振り返り・今回の検討事項について事務局

より説明をお願いします。（会長） 

 

 ～議題（１）前回会議の振り返り・今回の検討事項 説明後～ 

 

●議題（１）について事務局より説明がありましたが、委員の皆様よりご意見、ご質問

ございませんか。よろしいですか。 

それでは次に議題の（２）協議会委員の意見について事務局より説明をお願い致しま

す。（会長） 

 

 ～議題（２）協議会委員の意見 説明後～ 

 

●委員の皆様よりご意見、ご質問ございませんか。（会長） 

 

●外来種の駆除ですけれど、もう何十年前から取組んでおられるかと思うわけなんです

けれども、なかなかはかばかしくない。だから３ヵ年計画とか、５ヵ年計画とか、そ

ういうふうな計画を立てられて、そして１年目はここまでやる、来年はここまでやる、

３年目には完全に撲滅するという、そのような計画が必要じゃないかと思いますが、

いかがでしょうか。（村上委員） 

 

●今回部会の方でも外来種の対策の意見をいただいているところでございます。今後利

活用・保全計画の中で、いわゆる防除計画というのをきちっと位置づけをして、外来

植物にしろ、外来魚にしろ、今の取組みもございますが、改めて防除計画というもの

を策定して、村上委員がおっしゃられたように、３ヵ年から５ヵ年、ちょっとドラス

ティックにかわれるようなところまでいけるかどうかはあれですが、きちんとした防

除計画を考えていきたいというふうに思っています。（事務局） 

 

●この中に中村汀女さんの句碑なんかがありますということが書いてあります。最近で

はテレビ番組ででも非常に俳句がうけておりますけれども、四国の松山では、俳句甲

子園といって、高校生の俳句大会もあっておりますが、折角中村汀女さんの句碑がた

くさんありますので、これを通して、観光に結び付けることができないかなという思

いです。以上でございます。（加藤委員） 

 

●草枕国際俳句大会の実行委員会会長をやっております岩岡です。大変素敵なご提案を

いただきまして、実は思ったところで、今日まとめられたところでは、点から線へと

いうことですね。それがひとつありまして、それを面へというのが今のご提案だと思

います。今ここに句碑がいくつあるぞという話、これをどういうルートで結ぶか、文
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学歴史ルート、それと環境学習ルート、そういったものを作られるということがひと

つですし、それをさらに面に向かって、地域から全国に発信するという、俳句はいい

手段で、ちょうど草枕国際俳句大会が漱石来熊百年というものを記念しておりますけ

れども、あれは汀女記念なんです。市役所も大変一生懸命応援して下さいまして、今

年は２３回目を迎えます。その時汀女顕彰も入ってるんですけれども、会場でときど

き配慮して江津湖をつかったこともございます。だから江津湖をもっと重視した漱石

と汀女、こう並び立つようなテーマにした文学ルートやそういうイベントも今ありま

すので、大いに加味していけたらいいんじゃないかと思います。それと文学歴史ルー

トと、あるいは学習ルート、環境学習ルートもそうですが、それらを導くように文学

歴史館あるいは県立図書館、そこには色んな歴史文学の情報やら、環境学習の情報が

たくさん詰まっております。夏目漱石の句碑、中村汀女、安永蕗子、それに内藤濯で

すね。そういった句碑を歩きながらルートでもって、県立図書館に導いていけるよう

な観光客も住民の方もですね。そういう非常に良いご提案だと思いますので、ぜひそ

れも草枕国際俳句大会の中にも反映させていきたいと思っております。以上です。（岩

岡委員） 

 

●藤山です。さっき村上委員の方から提案、意見がありました外来魚、外来植物ですが、

これを報道関係で見ていますと、各団体が、されるというのは目にするんですよ。そ

れを取りまとめて一大イベントとしてやっていただくと成果としても出ると思いま

すし、また他所で外来駆除の大きな話題が載っていましたし、なんとかあそこを駆逐

するような形でやってもらえれば、水前寺江津湖これがまた熊本市民としての宝が蘇

ってくるんじゃないかという思いがありますので、そういう取りまとめをお願いでき

るならばと思っております。（藤山委員） 

 

●事務局でございます。委員のご意見、今後の計画策定の中で検討させていただきたい

と思います。（事務局） 

 

●画図校区の内藤です。今俳句の意見がありましたので、画図校区では汀女杯というこ

とで行っております。正岡子規のとバッティングしないようにということもあります

けれども、もう２０何回目と思います。画図校区だけで前やっていたんですけれども、

今はちょっと範囲を広めて、だいたい去年まで毎年約５，０００通くらいの応募があ

っています。１２月２日がまた江津湖の汀女杯の表彰式も行っております。それだけ

お知らせ致します。今東区長杯も３年前くらいからいただくようになりました。汀女

さんは元上江津の出身ですので、生家もすぐ近くにありますので、ずっとその辺で画

図校区の有志の方が、何人かで始められたのが、相当大きくなって、毎年５，０００

通以上の応募があっているようです。以上です。（内藤委員） 

 

●外来種の魚あたりのことがさっき言われておりますけれども、私近所ですので、公園

の方へ遊びに行ったりすると、子ども達が魚を釣っているわけですね。やはり外来種
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の魚を釣って、外来種を釣ったなら回収ボックスに入れるような依頼をしてあるんで

すけれども、その子ども達はそこに入れると次に釣れないからと言って、リリースす

るんですよ。私が見てる目の前で、２度そういうことがありました。そういう形で意

外とリリースしている人が多くて、箱に入れるというのはほとんど少ないんですけれ

ど、そういうものをもうちょっと看板みたいなものを形を変えて作ったらどうかなと

思います。（古閑委員） 

 

●環境共生課でございます。委員の方から子ども達に回収箱に入れなさいと言ってくだ

さったということでありがとうございます。条例の周知については、週２、３回見回

って、リリースしないように呼びかけながら、そういった業務もやってはいるんです

けれども、まだ周知不足のところもありますので、色々な方法で検討したいと思いま

す。ご意見ありがとうございます。（環境共生課） 

 

●今の子ども達の外来生物に対する啓発というか、そういうお話だと思うんですけれ

ど、折角江津湖の周りにはたくさんの学校もありますし、それぞれの地区、今代表の

方もおられるんですけれど、例えば小学校ごとに集った状態で、江津湖のキッズクラ

ブというか、そうしたものを立ち上げて、子ども達には学校の教育の中でもちょっと

啓発のようなことをしたり、あるいは、まとまって江津湖の周りの外来魚を皆で退治

するとか、子ども達の活動というか、そういうものをちょうど良い機会なので、立ち

上げて、子どもを主役にした次の世代が考えていくようなものを、もちろん先輩の皆

様の今までの頑張りもあるんですけれども、子ども達をひとつ主役にするようなもの

を今からつくっていけたら、いいんじゃないかなと考えております。私達観察会なん

かはやっているんですけれども、ほんとに地元の校区に根ざした小学校や中学校が、

ひとつ組織だってやってもらえるとすごく良いかなとこのように考えます。以上で

す。（歌岡委員） 

 

●今のご意見は今後の計画の中に参考になるようなご意見だと思いますので、よろしく

お願い致します。（会長） 

 

●貸しボート組合の川上と申します。私今聞いておりましたけれども、これから先の開

発ということで、私の考えは、市の方に逆行するかもしれません。私は上江津で貸し

ボートをやっておりますけれども、藻がいっぱい上がって、それを一箇所に集められ

て、他のところに持っていかれるその場所なんですけれども、２０日程前に私のボー

トの方に見に行きましたところ、今まではあそこは草を切って、綺麗にしてあったん

ですけれども、この前行った時は、まだ草が多く茂っていて、そのままになっており

ました。市の方も色々あるかとは思いますけれども、私はあの場所をもう以前から思

っていたんです。健軍川の打ち出しであって、もう砂利もいっぱい流れてきて、今ま

で健康フェスタあたりがあった場合は、あそこは駐車場として市の方で貸し出されて

いた場所なんですけれども、あの付近にもし良かったら、今は公園内では火遊びはで
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きないという、バーべキューなんかをしたいけれども、どこに行ってすれば良いです

かと私達があそこにいれば、皆さんが聞かれるわけです。公園内では絶対に駄目にな

っていますので、これだけは絶対中止してくださいって、皆さんには私はそういう形

で帰っていただいております。この場所はやはり、両サイドが水ばっかりですもんね。

健軍川の方と江津湖の方です。あの付近に何かの規律を作って、バーベキューだけを

される場所とか、火遊びとかできる場所とか、もしあったらお客さんもそこに来てさ

れるんじゃないかと思います。今のところどこに行ってもないということで、不満で

帰られるお客さんがいっぱいいますので、私の考えは市と逆行になりますけれども、

そういう場所を提供してあげればいいんじゃないかと、あそこでは遊ぶことはできな

いですから、皆さんが折角遊びに来て、弁当も開かずままで帰ってしまいますから、

公園があっても公園が活きていないなとつくづく考えましたので、もしそういう形

で、火遊びでもできる場所が提供できるならば、これはひとつ私の考えではございま

すが、どうでしょうか？（川上委員） 

 

●事務局でございます。バーベキューのご意見ですね、江津湖でバーベキューができな

いのかどうかというご意見というのは、市の方にもたくさん聞こえてきているところ

でございます。今年度指定管理者さんの自主事業として、広木地区でバーベキューの

社会実験というのを１日行ってございます。あくまで社会実験としてですね。そうい

う声への対応ということではございますが、ただバーベキューというものは公園内の

火の使用の禁止とともに周辺への影響というものがやはり懸念されるということで

ございます。臭いであったり、皆さんアルコールがはいっての騒音の問題とかが懸念

されます。また江津湖自体への自然環境というポテンシャルへの影響ですね、自然環

境への影響も懸念されるところでございます。ただそういった声がございますので、

バーベキュー、今後事業スキームの中でそういった影響等にどれだけ影響があるの

か、色々と検討をしながら考えていければというふうに思います。これからのことと

いうことでございます。（事務局） 

 

●なかなか難しいと思いますが、江津湖の内の約何割が外来魚になっているんですか？

昔はフナとかハエとかばっかりでしたが、ほとんどが今外来魚なんですかね？そこら

辺がちょっと分からないですかね？あと外来種の駆除と言いますけれども、絶対に無

理じゃないんじゃないかなと思うんですよね。他所からもどんどん入ってきますし、

減らすことはできても、どれくらいの魚の量が、１０としたら５くらいいるのか、８

くらいなのか、分かれば教えていただきたいんですけれども。（内藤委員） 

 

●最新の情報はお詳しい方がいるかもしれないんですけれども、市の方で全体調査を行

ったのが、平成２５年度で古いんですけれども、江津湖の魚類調査をしたデータで、

外来生物の割合で上江津で５％、下江津で２８％という数値はでております。（環境

共生課） 
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●それは個体数ですか？（会長） 

 

●個体数です。（環境共生課） 

 

●それは上江津だけですか？上流部というか、芭蕉苑付近も含めていませんか？（会長） 

 

●詳しい情報を持ちえていないんですけれども。その前が平成７年度にやっていて、そ

の時よりは増加しているという情報です。（環境共生課） 

 

●増えているというのは確かです。ただ産卵地が芭蕉苑の周辺なんですよね。ゾウさん

プールと芭蕉苑の間が産卵地なんです。ティラピアとか小さいのがたくさんいます。

今もっと増えているとは思います。（会長） 

 

●色々な数の出し方はあると思うんですけれども、私達は江津湖で子ども達相手に観察

会をして、魚捕りをさせています。これを１年に４回、今２年目ですけれども、やっ

ている中で見ると、外来魚の割合、上江津です。上江津のゾウさんプールのすぐ下あ

たりでやっているんですけれども、半分はいっていると思います。先ほどお話いただ

いたティラピアあたりとても多いです。在来の昔からのタナゴであったり、シビンタ、

そういうのはほとんど捕れないです。外来魚が当たり前になっている状況が、上江津

でもあるし、下江津の広木の公園がありますけれども、あそこの水路の中で捕れば、

ほとんどティラピアです。そういう状態です。以上です。（歌岡委員） 

 

●第１回の資料、３－１の資料、これについてはなるほどなということがあります。ま

た第１回の資料には我々には少し分かりにくい専門職の非常に強いものがあります。

そして３－１の資料については各委員の意見を個別に聞いたんじゃなかろうかと思

います。たしかにその通りでございます。私思うのが、今江津湖清掃をやっておりま

すが、危険箇所があるんじゃなかろうかと思います。我々の考えの範囲ではあまり危

険じゃないかもしれませんが、子どもさんとか、そういう方々がおられる場合には、

保護者の方は危険と感じられることがあると思います。まず専門職の方が現場を見

て、具体的にここがこういう問題があるんだと、また危険箇所はここだぞとそれぞれ

の説明を受けて、皆さんの意見をまとめることが必要ではないかと私は考えておりま

す。我々も知数が少ない部分がございますから、専門職の方から色々専門的なことを

聞いてもなかなか理解し難い、それを現場に行って、大勢で行くわけにはいかないで

しょうけれども、やはり具体的にここがこうであると、ここはこうできるねというふ

うなことが現場で見た上で話をするとわりと皆さん理解ができるんじゃなかろうか。

そして委員の方の意見に書いてあります、計画についてですけれども、ここは安全は

最優先にしようではないか、ここはこのくらいにする、費用がかかるね、これはでき

るね、できないね、じゃ長期・中期に入れ込もうかと、そういうようなことが現場を

観察、現場で意見を出したものが、より具体的になるんではなかろうかなと私は考え



8 

 

ております。以上です。（多神田委員） 

 

●事務局でございます。今いただいたご意見ですけど、一度そういう機会を設けまして、

地元の皆様とか、関係者の皆様方の、危険箇所であったりとか、そういうお話を聞く

機会を設けたいというふうに思います。以上でございます。（事務局） 

 

●様子を見ながらスケジュールを立てて実施して下さい。その他ございませんでしょう

か。よろしいですか。それでは次に議題の（３）「課題」と「計画の基本的考え方」

について事務局及び両部会長からの報告があります。一括で事務局、皆川部会長、星

野部会長、ご説明をよろしくお願い致します。（会長） 

 

 ～議題（３）「課題」と「計画の基本的考え方」 説明後～ 

  

●ありがとうございました。議題（３）について説明がありましたが、委員の皆さんか

らのご意見、ご質問ございますか。（会長） 

 

●自然観察の田畑です。資料４の真ん中下にグリーン２行で書いてあります「生物多様

性の保全とともに」という一番大きな謳い文句になると思う部分の文章についてで

す。先ほどから伺っておりまして、また私の会で考えたりしましても、江津湖の魅力、

水環境そしてそこに暮らす多くの生物達、生物多様性とその重要性、歴史的にも今現

在においても、我々が利用させていただいているありがたい場所という部分なんです

が、そのことをもうちょっと強調できないかなと思います。この中で、２行目の「誰

もが誇れる」の後ろに「人にとっても、生物にとっても、上質な公園空間の創出」み

たいな形があるとありがたいと思います。以上です。（田畑委員） 

 

●今いただきましたご意見、この文章は田畑委員おっしゃられたとおり、今後の計画の

理念という一番大きなものになるというところでございます。今いただいたご意見も

参考に、各部会に持ち帰った中で、ブラッシュアップさせていただければと思います

ので、よろしくお願い致します。（事務局） 

 

●その他ご意見等ございますか？ 

 それでは各部会へのご意見、ご質問ございますか？（会長） 

 

●「豊かな水環境の保全」で考える時に、水そのものの供給や水質も非常に大事と思い

ますが、プラスもう一点、水が湧き出る場所そのもの、そこを保全するっていう部分

もここに入れた方がいいと思います。水の湧いている場所に構造物をつくったり、あ

るいは陸地側から浅い地下を移動してくるところに重い構造物ができると、出口をな

くし、水が湧き出る場所をなくすこともあろうかと思います。“湧水エリアの保全”

か何かそういう言葉がここに入るとありがたいと思います。次に「③歴史・文化の継
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承と活用」に景観コントロールとございます。ずっとお話してきた中で、江津湖の魅

力の発信を考えると、看板も大事になってくると思います。人々は看板を見に来るわ

けではないので、景観的にもセンスのある看板を今後検討する必要がある。その看板

の在り様の検討っていうのも含めていただきたい。必要な情報はやはり流していって

江津湖の魅力をお伝えしたいが、写真を撮ろうとする人は看板があっては困る。高さ

は低めであるとか、色合いをどうするとか、あるいは水辺は避けて一歩引いた位置に

設置するとか、そういうものも検討いただければいいと思います。以上です。（田畑

委員） 

 

●看板の議論なんかはアクティビティ・マネジメント部会の中でも出ていて、今のご意

見の延長ですけれども、例えば大胆に看板ゼロとか、なんかそんなコンセプトが立て

れたら、クリアでいいよねと、マナーがすごく良くてとか、発信したい情報と、ただ

少しプラスいくと、ＩＴの技術が相当進んでるということもあるので、そこら辺も組

み合わせるとそんなに非現実的なことではないんではないかというところは私達の

部会での意見としても出ていました。でもいずれにせよ、やはり看板だけでなく、ト

イレとかもあるいは、ベンチとか照明とかも含めて、トータルにデザインをしていく、

計画していくことが大事かなと思います。それが例えば江津湖公園の問題ですと、水

前寺の方と下江津の方の一体感がないとかありますけれども、例えば同じ看板、同じ

照明とかというのが一応付いていれば、それを多少はサポートできると思うんですよ

ね、一体感とか。あるいはそれぞれ出したい情報もバラバラ立てるんではなくて、一

個に集約すれば、コンパクトに公園として出したいことを環境保全として出したいこ

とが整理されたりとか、だから私達の部会ですと、「公園経営」の一部、具体的施策

になると思いますけれども、やはりそういうトータルな議論、計画デザインというも

のが必要になるかなと、それでほとんど見えないぐらいになるといいなと思います。

（副会長） 

 

●湧水域の問題なんですけれども、江津湖の左岸側ほとんど湧水域なんですよね。だか

ら重要な湧水域をピックアップして、そこをちょっとここだよという表示ができると

いいとは思いますね。（会長） 

 

●子育て支援ネットワークから西原ですけれども、環境部会からの報告の「②生物多様

性の保全と自然と人との共存・共生」の外来種の駆除の方法の検討で、今回外来種と

いうワードがたくさん出て、駆除といっていますけれども、先ほども江津湖の半分が

外来種、特に外来魚の中で、これをどこまでを優先的に駆除するのか、外来種を全部

駆除しようとするのは聞こえはいいんですけれども、それが本当に可能なのかなと、

というと何を優先するかというとまずフィッシュイーターであるブラックバスやラ

イギョ、カムルチー、ブルーギルとかここら辺から先にするのか、ティラピアは別に

そっちの方面ではなく、繁殖力でいくなら、先ほど出ているナイルティラピア、ジル

ティラピア２種類いますけれども、これはマウスブリーダーなのですごく口の中でふ
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化して爆発的に増えていく。それでは何を対象としてやっていくのか、メダカに似て

いるカダヤシとかも外来種ですけれども、そこの駆除までというと、皆がどこから手

を付けていいのかが分からない。江津湖でルアーフィッシングしているのは大半９

０％以上はブラックバス狙いで誰もティラピアなんか狙っていないんですよね。近年

タイワンドジョウほとんど見ません。カムルチーが上江津、下江津で少数見られるだ

けというので、本当に外来種駆除というのの一つのターゲットというのはたぶんどこ

の自治体もそうなんですけれどもブラックバスやブルーギルがほとんどに占められ

るのではないのかと私は感じるので、もう少し種類を絞ってやる方が目に見える駆除

になっていくのではないのかなというふうに感じます。以上です。（西原委員） 

 

●今後中期目標、短期目標を立てていく過程で、そういった議論を行う予定にしており

ます。具体的にブラックバス、ブルーギルの駆除方法に関しましては研究的にも色々

な方法が示されておりますので、外来魚駆除船だけでなくて、その他の手法も併せ、

情報収集し検討していきたいと思っています。今外来魚のお話がありましたが、外来

植物に関しましても、ナガエツルノゲイトウは河岸を覆ってしまい、世界一脅威のあ

る植物だと言われていますが、そういった外来植物もどんどん拡大しています。外来

魚と併せて対策を一緒に検討していきたいと考えています。以上です。（皆川委員） 

 

●その他ございますか？ 

 それでは続いて、議題（４）に進みます。「議題（４）マーケットサウンディングと

イベントガイドラインの作成」について資料の７と８になります。事務局より説明お

願い致します。（会長） 

 

 ～議題（４）マーケットサウンディングとイベントガイドラインの作成 説明後～ 

 

●はい、ありがとうございました。何かご質問、ご意見ございますか？（会長） 

 

●田畑です。大勢の方に江津湖を知っていただき、江津湖に来てもらうっていう面では

非常に大事と思います。ただ人数を目指したり、頻度を目指したりが行き過ぎない形

で、江津湖の活用をお願いしたいと思います。周辺は住宅地ですし、静かな落ち着い

た江津湖を楽しみ来る方もいらっしゃいます。そもそも江津湖にいる生き物達、彼ら

は人が多少動くくらいであれば、人と上手く共存できると思いますが、人間の利用の

程度が強くなりすぎますと、いなくなってしまうと思います。ですので、活用の時に

は数を目指さない、質の高い活用ということをぜひ謳っていただけたらありがたいと

思います。以上です。（田畑委員） 

 

●田畑委員おっしゃられるとおり、今回のイベントガイドラインの目的といたします

と、江津湖の、黄色のところに青文字で書かさせていただいておりますが、やはり魅

力を発信するといわゆる大勢の方に知っていただく、江津湖の魅力を知っていただい
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て、そういった知っていただいた方が今後利活用とか、環境保全のキャストになって

いただく、いわゆる担い手になっていただく、そういった人づくりにも繋がっていけ

ばというのが、そもそものベースの考え方でございます。今回江津湖公園でのイベン

トが街なかでやっている色んなイベントと全く同じものを想定しているかというと、

そういうものではございません。２の（１）「イベント利用の目的」で健康づくりで

あったり、環境に資するようなもの、こういったものについてを江津湖でのイベント

としてどうかなと今想定をしているところでございます。その辺を今後アクティビテ

ィ・マネジメント部会をベースとして策定の検討に入っていきたいと思っておりま

す。併せて環境部会の方にもその報告等もしながら取りまとめを考えておりますの

で、どうぞよろしくお願い致します。（事務局） 

 

●今回答がありましたけれども、資料７、８というのは先ほど説明させていただいた資

料６の「運営手法と担い手づくり」というようなところ、全体には関わるんですけど、

そこら辺は一番時間がかかることかなと考えているので、そのトライを始めていきた

いという位置づけかなと私は理解しているんですけれども、いいですよね。はい、私

達の部会は当然として、この協議会含めてしっかりコントロールしていくことが大事

だろうと思いますが、部会長として先に確認しておけばよかったんですけれども、こ

れと私達が作る利活用・保全計画とはどんな関係になるんですか？マーケットサウン

ディングの方は利活用・保全計画に反映しますとありますけれども、このイベントガ

イドラインと利活用・保全計画の関係は？（副会長） 

 

●今のイメージでございますが、今回の利活用・保全計画の中身で、概念的な理念が出

た上で、環境編と利活用編みたいな章立てをイメージをしております。その利活用の

中にイベントガイドラインを資料、それが参考になるのかわかりませんけれども、そ

れを打ち込んでいきまして、魅力の発信という位置づけの基、いわゆる利活用の魅力

発信の意味合いでその章に打ち込みを考えているというような、今はあくまで想定で

ございます。（事務局） 

 

●市からの提案で、具体的には施設のような話も出てまいりましたけれども、それはど

ういう理念であるか、市場性を越えたところで、公共性の理念をちゃんと担保すると

いうことはおっしゃったとおりでよろしいと思います、必要だと思いますが、同時に

民業との関係もありますし、地域住民の皆さん方との関係もあります。これを実現す

るための合意形成をどういうふうに進めるかというプログラムがないんですけれど

も、これはいかがでしょうか？（岩岡委員） 

 

●今マーケットサウンディングを色んなハード面でありましたり、イベント的ないわゆ

るソフト的なもの、民間さんのアイデアをお聞きしているという状況でございます。

今回のマーケットサウンディングは今後のスケジュールのところで併せてご説明さ

せていただければよかったんですが、今回はあくまでも民間さんでどのようなその意



12 

 

向とアイデアを、やはり皆さん江津湖には強い思いを持たれていらっしゃる企業さん

もたくさんいらっしゃいます。そういった方々が、江津湖でどういったことができる

のかとか、どこのエリアで行えるのか、どういった業種ができるのかとか、そういっ

た市場性の有無も含めて今ヒアリングをさせていただいている状況です。その内容を

この協議会の方にお図りをして、内容をあげていきたいと思っています。それを計画

に当然ながら位置づけできるものとこれはできないよねみたいなもの、当然ふるい分

けが出てくるのかなと思っております。そこで計画に位置づけられるものと位置づけ

られないものというのが、きちっとできるとその計画を今後江津湖利活用・保全計画

で取りまとめますが、取りまとめる中で、いわゆるパブリックコメントとか色んな手

法ございますので、そこでのオーソライズを考えております。あくまでも、ではこの

計画の中で、例えばどこどこのエリアで飲食店がどうだこうだというのを建てましょ

うみたいなことに計画上なった場合に、例えばですよ、そういった場合は来年度計画

策定後、ここでオーソライズされたものについては、それ以降、改めてサウンディン

グをさせていただいて、公募、いわゆる実行の段階に移るという形になります。計画

を立てるまでにはこの協議会にお図りをした上で、いきたいというふうに思います。

（事務局） 

 

●今でも江津湖って色んな学習会や観察会などをしておりますけれども、このように使

用法としてキャンプなどをパンフレットに書き込まれてしまうと、何かそういうふう

に使ってよいのだというふうに思われてしまうのがとても心配なんですね。大勢でキ

ャンプなどをして、騒いだり夜遅くまで煌々と灯かりを点けるなど、一番恐れていた

ことなんです。それに対してどういうふうに足止めできるのか、ストッパーがかかる

のかが見えない感じですごく不安です。（大住委員） 

 

●今大住委員がおっしゃられたことございますが、今日報告させていただきました資料

４，５，６におきましても、やはり環境、江津湖のポテンシャルっていうのは環境と

いうのは環境部会もしかりですが、利活用アクティビティ・マネジメント部会の方で

もやはりそこをベースに考えないといけないという意見は同一でございますので、そ

れに反するようなもののアイデアというのは当然ながらこの計画には位置づけされ

ないというふうに考えております。（事務局） 

 

●色々議論したいと思います。（大住委員） 

 

●今後の議論の中にもそれが出てくると思います。他にございますか？ 

ちょっと私質問です。マーケットサウンディングに説明会にきたのはどのくらいの企

業か、そして個別相談会には何社くらい来たのか数分かります？（会長） 

 

●説明会につきましては、２０数社の企業の方がご参画いただいております。この説明

会はどちらかというと、江津湖でどういったことが、課題が、施設が老朽化していま
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すとか、環境問題で外来種がとか、色んなここでお話をしているようなお話をさせて

いただいたと、いわゆる一方通行的な説明会をさせていただいてて、今後皆さん企業

の方を含めて、真ん中中段に載せてございますが、利活用のアイデア等のヒアリング

をさせていただきたいという説明会をさせていただいたというとこでございます。そ

の続いての提案とか、個別相談会済んでございますが、この辺等につきましては大変

申し訳ございません、提案内容、企業さんのノウハウとか、向こうの相手方の方がＯ

Ｋというところまでは積極的にもちろんこちらにお示ししたいところではございま

すが、向こうさんが駄目だという部分は当然ながら出せない部分がありますので、説

明会の数だけここでご報告させていただきまして、サウンディングが終わった段階で

向こう方が了承されるものついては随時こちらの方にご報告をさせていただければ

と思っております。（事務局） 

 

●その他、ございませんでしょうか？ 

それでは次の議題に入りたいと思います。「議題（５）今後のスケジュール」につい

て事務局より説明お願い致します。（会長） 

 

～議題（５）今後のスケジュール 説明後～ 

 

●はい、説明がありましたが、委員の皆様からご意見、ご質問ございませんでしょうか？

（会長） 

 

●議論全体を含めてなんですけれども、たとえば資料３とか聞いていたときに個別には

確かに、確かにと思ったんですけれども、資料３を聞いてて一番気になったのは、こ

ういう意見聴取って、聞いてる人には聞いてるけど、聞いてない人には聞いてないと

か、ほんとに網羅的には聞けないけれど、大事なところにはちゃんと聞いてる、意見

聴取には戦略が必要だと思うんですよね。そういう戦略的に意見を聞けているのかと

いうのが、最初聞きながら疑問に思って、たとえばこのスケジュールにしても、オー

プンハウス、パブコメという、普通の行政的なというか、感じじゃないですか。そこ

に工夫を何か、マーケットサウンディング、市場調査も実は意見聴取の側面はありま

すよね。何かそこら辺を工夫していかないとと思っています。アンケートとか、意見

聴取っていうのは実は、一番最初の教育とか広報のきっかけになったりするじゃない

ですか。アンケートするふりして、実は教えているという、大学とかよくやるんです

けれども、マーケットサウンディングも含めて、市民とどうコミュニケーションを取

っていくのかがそのまま、私達部会の担い手づくりであるとか、環境部会でも担い手

づくり、課題になっていましたけれども、おそらく始まってる、繋がっていく部分に

なると思うので、そこら辺の先ほど合意形成の話もでていましたけれども、コミュニ

ケーションの戦略みたいなのは、早く議論して立てながらやっていかないといけない

なというふうに思いました。議論しながらやりましょうということですね。（副会長） 
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●今のに似ているというか、プラスでお願いしたいと思います部分が、特に市民の方か

らであったり、我々からもなんですけれども、色々意見を集められたりするときに、

「変えてほしい」という意見は多いんですけれども、「そのままで」とか「変えない

で」というのは、意見ありますかというと、だいたい「ありません」と答えます。変

わってしまった後に、「えっ、変わったんですか。」とがっかりした声があるというこ

とがよくありますので、ぜひ“変えないでほしい”という部分の意見も吸い上げるよ

うな、そういう色んな意見聴取をやっていただけるとありがたいなと思います。よろ

しくお願いします。（田畑委員） 

 

●はい、他ございますか？ 

よろしいですか。無いようですので、「その他」についてよろしくお願い致します。

（会長） 

 

 ～議題（６）その他 説明後～ 

 

●本日の内容に関して、何かご意見、ご質問ございますか？ 

よろしいでしょうか。それでは他は無いようですので、本日の議事は全て終了しまし

た。進行を事務局にお返しいたします。（会長） 

 

●はい、閉会にあたりまして、一言ご挨拶申します。本日は長時間に渡り、ご審議いた

だきまして、ありがとうございます。また市川会長には進行、誠にありがとうござい

ました。本日の協議会は利活用や保全に関する江津湖の課題、江津湖公園に求められ

る姿などについてご議論いただきました。また両部会から貴重な意見をいただきまし

て、ありがとうございます。それと皆様からはやはり一番多かったのは、外来魚、要

は本来の江津湖の姿に戻すためにどうしたらいいかなということだったと思います。

また埋もれた句をはじめとした観光資源、あるいは計画性をお示しいただきたいと

か、色々意見をいただきました。またガイドライン、意見聴取についてもご意見いた

だきましたので、これらをまた次回の協議会で意見を集約してご提示いたします。最

後になりましたが、引き続きご指導、ご協力のほどお願い申し上げまして、閉会の挨

拶とさせていただきます。本日はお世話になりました。（藤岡土木部首席審議員） 

以上 

 


